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総
合
的
戦
争
史
と
戦
争
観	

木
村
靖
二

　

今
年
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
百
周
年
に
あ
た
り
、
欧
米
参
戦
諸
国
で
は
新
し
い
問
題
意
識
と
研
究
成
果
に

立
っ
た
本
格
的
通
史
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
に
目
を
通
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
欧
米
諸
国
と

日
本
の
戦
争
観
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
両
大
戦
で
は
、
前
線
と
銃
後
、
戦
場
と
本
国
の
間
に
は
、
一
体
と
言
っ
て
も
誇
張
で
は
な
い
ほ

ど
の
地
理
的
・
構
造
的･

心
理
的
な
近
さ
が
あ
り
、
本
国
社
会
は
戦
場
と
な
か
ば
同
居
し
て
い
た
。
戦
争
は
地
続

き
の
隣
接
国
と
の
戦
争
が
基
本
で
、
戦
争
に
な
れ
ば
、
国
土
が
戦
場
に
な
っ
た
り
、
占
領
下
に
置
か
れ
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、「
敵
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
具
体
性
・
直
接
性
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
前
線
兵
士
と
留
守
家
族

の
情
報
交
換
も
濃
密
で
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
の
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
兵
士
の
本
国
向
け
野
戦
郵
便
は
一
一
〇

億
通
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
三
〇
〇
億
通
に
も
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
観
、
総
力
戦
論
も
、
前
線
と
銃

後
の
一
体
性
を
踏
ま
え
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
を
除
け
ば
、
戦
場･

前
線
は
本
国
と
は
切
り
離
さ
れ
た
海
の
彼
方

の
別
の
世
界
で
あ
り
、
戦
場
や
「
敵
」
も
体
験
的
実
感
と
し
て
で
は
な
く
、
間
接
的
・
観
念
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
戦
争
観
は
、
前
線
と
銃
後
の
分
離
を
前
提
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
点
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
の
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
違
い
を
反
映
し
て
、
欧
米
の
歴
史
家
に
よ
る
第
一
次
世
界
大
戦
史
で
は
、
前
線
で
の
軍
事
状
況
、
占

領
地
の
動
向
に
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
充
て
ら
れ
、
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
、
銃
後･

本
国
社
会
の
戦
時
体
制
下
の

変
動
が
記
述
さ
れ
る
と
い
う
構
成
が
多
く
、
対
照
的
に
、
日
本
の
大
戦
通
史
の
構
成
は
、
国
内
の
政
治･

経
済･

社
会
動
向
の
記
述
が
中
心
で
、
戦
場
で
の
軍
事
状
況
の
説
明
は
い
わ
ば
そ
の
背
景
と
し
て
、
簡
略
に
触
れ
ら
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
の
両
大
戦
の
よ
う
な
総
力
戦
の
分
析
に
は
、
軍
事
史
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
戦
争
史
へ
の
転
換
が
必

要
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
近
の
第
一
次
世
界
大
戦
通
史
は
、
そ
れ
に
か
な
り
近
づ
い
た
よ
う
に

思
う
。
日
本
の
戦
争
史
研
究
も
、
前
線･

銃
後
の
分
断
と
い
う
日
本
の
戦
争
の
特
質
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
総
合
的

戦
争
史
へ
の
転
換
と
い
う
困
難
な
課
題
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
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